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2050年のカーボンニュートラル達成目標に向けて、様々なエ
ネルギ利用の検討が行われています。CO2排出の少ない自然エ
ネルギを利用する取り組みの中でも、今月のグラフ記事に紹介
されている地熱発電は、安定した高い設備利用率で、改めてそ
の活用が世界的にも見直されています。地熱発電はイタリアが
技術の発祥の地で、100年以上の歴史を有しているとのことで
す。地熱発電は温泉との関わりも深いので、古代ローマ時代か
ら「テルマエ」と呼んで温泉を利用していたイタリアが発祥で
あったことも頷けます。一方、日本は現代では世界一多くの温

泉を有して利用しています。地熱発電では後発国ですが、地
熱資源に恵まれ、地熱発電の大きなポテンシャルを有していま
す。記事に紹介されているように、日本は地熱蒸気タービンの
供給比率も高く、将来の利用拡大を狙った超臨界発電技術や、
これに対応した材料の開発・検討も進められています。今後の
カーボンニュートラルに向けた地熱発電分野の取り組みにおい
て、日本が世界をリードしていくことを期待します。 
 （H.T.）

編  集  後  記

64

ふぇらむ Vol.27（2022）No.11



http://www.minco.co.jp



Trimates@blue.ocn.ne.jp
 

〒194-0022 東京都町田市森野四丁目15番5号
PHONE : 042-727-2813　TELEFAX : 042-723-0803
E-mail: trimates@blue.ocn.ne.jp

■銅ステーブ
最新技術により、循環式熱応力による偏芯量を最小限に抑えた垂直型溝孔構造による
不等辺四角形溝付き水冷構造の銅ステーブを開発しすでに採用済み

■多層式耐摩耗材の挿入
・波形配列の連結方式による挿入も可能
・モース硬度9.4（ダイアモンドのモース硬度は10.0）の焼結細密セラミックによる
二重構造の高耐摩耗鉄扉にも採用可能
・極く僅かの損耗率である超耐摩耗耐火材を使用

KME Special Products社の総販売代理店

KME社製 圧延銅ステーブ

最新技術による耐摩耗方式が搭載されているKME社製銅ステーブ

KME社特許取得済みの最新技術による耐摩耗材が搭載された銅ステーブの特徴
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